
１．事業適応計画の実施期間 

2024年3月～2024年9月 

２．生産性向上目標・新需要開拓目標 

炭素生産性を16.5％以上向上させる。 

３．前向きな取組の内容 
以下の取組みにより炭素生産性の向上を計画。 
・太陽光発電設備の導入を実施。 
・LED照明の導入を実施。 

４．支援措置 

カーボンニュートラルに向けた投資促進税制 

株式会社旭物産の事業適応計画のポイント 令和６年３月８日 

 

 

＜事業適応の概要＞ ＜工場の外観＞ 
 

近年、カーボンニュートラル、脱炭素社会への実現に向け、大企業を中心に脱炭素社会への活動が活発化し
ているなか、我が社においてもこうした流れに対応し、企業としての価値を高めていくべく、エネルギー効率に優れた
設備等の導入により、製品の製造時に排出されるCO2排出を減少させていくことで負荷価値の創出と環境への
負担低減を両立させていきます。 


